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ICT活用によるFMの変革

　コンピュータ活用研究部会とBIM・FM 研究部会

の委員4 名が、昨今話題性のあるICT 関連の動向を

説明し、その後「ICT 活用によるFM の変革」をテー

マにしたパネルディスカッションでは、先端の研究を

行っている6 名のパネラーと、ICT 活用によりFM が

近未来にどのように変化するのかを考察した。

第１部  ICT 関連の動向発表

　「アクティビティ調査の紹介」では、森本卓雄氏が、オ

フィス内の生産性を定量測定する一手法が紹介した。

「地方公共団体で利用するCAFM システムの紹介」

では、阿部順一氏が、自治体が持っている各種インフ

ラ資産を維持するための生涯コストの簡易算出方法

を紹介した。「国政調査データを利用するGIS ソフトの

紹介」で、天神は、無料で操作できる（独）統計センター

（総務省統計局）のGIS ソフトJSTAT MAP（地図によ

る小地域分析）が紹介し、また、BIM 部会を代表し、松

岡辰郎氏は「BIM・FM をとりまく状況と展望」をテー

マに、BIM 事例、海外でのFM に言及したBIM 書籍、

BIM のロードマップ、FM で活用できるICT の進歩と

選択肢の拡大など興味ある話題が提供された。

第２部  パネルディスカッション

　猪里の司会進行により行ったパネルディスカッショ

ンでは、パネラーから「BIM で設計した建物データ

をそのままFM で利用できるのか？」という質問が飛

び出し、松岡・繁戸両氏が、実践に則って回答した。そ

の後IoT に関する質問が続きディスカッションが大い

に盛り上がった。

　後半に「データベースとインデックス」に関して話

題を投げかけた。BIM からFM にデータを移行しよ

うとした場合、受け手のFM システムのデータベース

が、みな、独自のものであり、そのため、その都度コン

バージョンプログラムを作成しなければデータ移行

できない。これがBIM からFM にデータ連携しようと

した時の最大の障害となっている。また、BIM のソフ

トウェアがIFC に準拠することにより互換性が維持で

きるようになるという回答があった。
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